
≪けやき特別支援学校伊奈分校の活性化・特色化方針≫（R８年度～） 

種別 病弱 
学部・ 

学科 
小・中学部 

R８.5.1 

児童・ 

生徒数 

(男)  8 人 

(女) 12 人 
  計 20 人 

アクセス 

・埼玉新都市交通伊奈線（ニューシャトル）丸山駅から徒歩約８分 

・ＪＲ高崎線上尾駅からがんセンター行きバス約１５分  

がんセンター停留所下車 徒歩約４分 

＜教育課程等＞ 

埼玉県立精神医療センターに入院中の児童生徒が学んでいる学校です。 

・小学校、中学校と同じ教科等の授業を実施しています。 

・病気の状況や学習空白に配慮した学習グループ編制を行っています。 

・児童生徒の実態に即した自立活動の授業を展開しています。 

 

 

 

 

 

 

 

＜学校行事・部活動＞ 

学校行事の取組の中で、係や役割を分担し自己有用感や達成感を得ることができるようにしています。 

経験が不足している児童生徒が多いため、様々な体験をすることができるよう計画しています。 

◆校外体験学習 

 小・中学部合同で校外の施設等にバスで行き、様々な体験をします。 

◆い～な集会、文化祭、春のコンサート 

 児童生徒の学習発表会です。学期に１回行っています。 

◆和文化体験（落語体験） 

 日本文化及び異文化についての理解を深める場です。 

◆芸術鑑賞会 

 感性を豊かにするとともに、鑑賞のマナー等を学ぶ機会になっています。 

＜家庭・地域との連携＞ 

独立行政法人埼玉県立精神医療センターと連携して、以下の取組を行っています。 

・保護者との個別面談（随時） 

・退院に向けて、前籍校訪問・復学支援会議・準備登校等による小・中学校との連携 

・児童相談所や地域の福祉課等との連携（必要に応じて） 

・小･中･高等学校等との連携（公開講座、学校コンサルテーション、研修支援等） 

＜進路＞ 

中学部３年生については、前籍校との連携のもと、一人一人の夢や希望の実現に向けて、進路の個別面

談、受検先との連携等を行います。 

 

伊奈分校では自立活動の時間に、自己理解を進め、コミュニケーション力や感情

のコントロールの向上を目指す取組を行っています。 

入院から退院までの流れ 



 

 

 

      【学校教育目標】 

け 健康な心と体を育てます 

や やさしい心と豊かな学びを育てます 

き 希望を持って前に進む子を育てます 

 

保護者 

 

・児童相談所 

・市町福祉課 

・保健機関 

・福祉サービス事業所 

         等 

 

独立行政法人 

埼玉県立精神医療センター 

 ・医師 ・看護師 

 ・臨床心理士  

 ・作業療法士 

 ・精神保健福祉士 等 

 

 

小学校・中学校 

特別支援学校 

高等学校 
 

２ 育成方針（児童生徒の成長物語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                             
 

 

 

埼玉県立けやき特別支援学校伊奈分校は連携の輪の中で児童生徒を育てていきます 

 

県教育委員会 

市町教育委員会 関係機関等 

医療 

けやき特別支援学校伊奈分校 

家庭 

地域の学校 

教育委員会 

 

成長に必要な３つの間（ま）の提供 

時間 

空間 仲間 


